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著
書
は、
評
論
集
「
北
京
烈
烈」
で
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受
賞。

「
現
代
中
国
論」
「
中
ソ
対
立
と
現
代」
「
中
国
の
悲
劇」
「
香
港
回
帰」

な
ど
多
数。

中
嶋
氏
は、
現
代
中
国
研
究
の
第一
人
者
で
あ
る。
中
国
の
文
化
大

革
命
を
他
に
先
駆
け
て
毛
沢
東
に
よ
る
「
権
力
闘
争
の
大
衆
運
動
化」

と
鋭
く
分
析。
ま
た
台
湾
が
総
統・
副
総
統
の
直
接
選
挙
を
実
施
し、

民
主
化
し
た
こ
と
を、
「
台
湾
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
そ
の
ま
ま

国
家
に
結
び
つ
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た」
と
し、
国
際
社
会

に
及
ぼ
し
た
影
響
を
評
価
す
る。

長
年
に
わ
た
る
中
国
研
究
だ
け
で
は
な
く、
米
国、
ロ
シ
ア
な
ど
幅

広
い
視
野
か
ら
国
際
関
係
に
つ
い
て
の
研
究・
評
論
が
「
正
論
大
賞」

に
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
た。

一
方、
藤
原
氏
は
昭
和
十
八
年、
旧
満
州
（
現
中
国
東
北
部）
生
ま

正論新風賞の藤原正彦氏

お茶の水女子大学教提藤原正彦氏

正論大賞の中嶋嶺雄氏

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
ほ
ど、
第
十
九
回
「
正
論
大
賞」

を
国
際
社
会
学
者
で
東
京
外
国
語
大
学
前
学
長
の
中
嶋
嶺
雄
氏
（
町）

に、
ま
た
第
四
回
「
正
論
新
風
賞」
を
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授、
藤

原
正
彦
氏
（
印）
に、
そ
れ
ぞ
れ
贈
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た。

中
嶋
氏
は
昭
和
十一
年、
長
野
県
出
身。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
語

科
卒
業
後、
東
京
大
学
大
学
院
国
際
関
係
論
課
程
修
了。
社
会
学
博

士。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学・
パ
リ
政
治
学
院・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
大
学
院
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任。
平
成
七
年

か
ら
十
三
年
ま
で
東
京
外
国
語
大
学
学
長。
現
在
は、
北
九
州
市
立
大

学
大
学
院
教
授、
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
交
流
機
構
（
U
M
A
P）
国
際

事
務
総
長
な
ど
を
務
め
る。
十
六
年
に
秋
田
県
に
創
設
さ
れ
る
国
際
教

養
大
学
の
学
長
に
就
任
す
る。

れ。
東
京
大
学
理
学
部
数
学
科
卒
業
後、
同
大
学
院
理
学
系
数
学
修
t

課
程
修
了。
米
ミ
シ
ガ
ン
大
学
研
究
員、
米
コ
ロ
ラ
ド
大
学
助
教
授、

お
茶
の
水
女
子
大
学
助
教
授、
英
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
研
究
と
教
育

に
従
事
し、
平
成
元
年
か
ら
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授。
理
学
博
士。

日
本
数
学
会、
米
国
数
学
会、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ、
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
の
会
員
で
も
あ
る。

専
門
の
「
数
論」
に
関
す
る
数
々
の
研
究
論
文
の
ほ
か、
「
若
き
数

学
者
の
ア
メ
リ
カ」
で
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞。
「
遥

か
な
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ」
「
数
学
者
の
休
憩
時
間」
「
古
風
堂
々
数
学

者」
「
祖
国
と
は
国
語」
な
ど
著
書
は
多
数。

数
学
者
だ
が、
最
近
は
教
育
問
題
を
中
心
に
現
在
の
日
本
の
あ
り
方

を
憂
慮
し、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
っ
て
い
る。
と
り
わ
け
「
国
語
力

を
飛
躍
的
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
混
迷
す
る
日
本
を
立
て
直
す」
と
訴

え
る
な
ど、
言
論
界
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た。

な
お、
中
嶋、
藤
原
両
氏
は
産
経
新
聞
「
正
論」
欄
の
執
筆
メ
ン
バ

ー
で
あ
る。

。

「
正
論
大
賞」
の
正
賞
は
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
『
飛
朔』
（
御
正
進
氏
制

作）、
副
賞
は
賞
金
百
万
円。
「
正
論
新
風
賞」
の
正
賞
は
同
『
ソ
ナ
y

ネ』
（
小
堤
良一
氏
制
作）、
副
賞
は
賞
金
五
十
万
円。
贈
呈
式
は
干
成

十
六
年ご
月
二
十
日
夕、
東
京・
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ一ア
ル
で
行
うc
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第叩回正論大賞「受賞の言葉」
中
嶋

嶺
雄

産
経
新
聞
社
か
ら
本
年
度
「
正
論
大
賞」
の
選
考
結
果
に
つ
い
て
携

帯
電
話
に
お
知
ら
せ
を
受
け
た
と
き、
私
は
北
九
州
市
が
主
催
し
た
ア

ジ
ア
の
発
展
に
関
す
る
国
際
会
議
の
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
に
い
た。
私
に

と
っ
て
は
全
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で、
暫
く
し
て
か
ら
謹

ん
で
お
受
け
し
た
い
旨
の
お
返
事
を
し
た
の
だ
が、
こ
の
と
こ
ろ
大
学

行
政
や
大
学
の
新
設
に
か
か
わ
っ
て
い
て、
言
論
活
動
に
十
分
時
間
を

割
け
な
い
私
が、
「
正
論
大
賞」
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
を
受
け
て
よ
い

も
の
か
と、
一
瞬
戸
惑
わ
な
い
訳
で
は
な
か
っ
た。

し
か
し、
中
国
や
日
中
関
係
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
い
か
に
も
大
勢

順
応
型
の
言
論
の
在
り
様
に
違
和
感
を
感
じ
た
折
に
は、
努
め
て
発
言

し
て
き
た
つ
も
り
で
も
あ
っ
た
の
で、
「
正
論
大
賞」
の
受
賞
は、
私

に
と
っ
て
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る。

だ
が
同
時
に
今
回
私
が
受
賞
し
た
と
い
う
こ
と
は、
取
り
も
直
さ

ず、
中
国
論
や
台
湾
論
ひ
い
て
は
日
米
関
係
や
安
全
保
障
問
題
で
の
産

経
新
聞
社
の
「
正
論」
路
線
の
歴
史
的
な
正
当
性
が
実
証
さ
れ
た
こ
と

に
ほ
か
な
ら
ず、
そ
れ
は
最
近
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
恐
れ
ず
お
も

松
本
は
教
育
に
熱
心
な
文
化
的
な
都
市
柄
で、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま

で、
立
派
な
教
師
に
出
会
っ
た。
ま
た、
終
戦
直
後
の
小
学
校
四
年
生

か
ら
松
本
音
楽
院
第一
期
生
と
し
τ
鈴
木
鎮一
先
生
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

を
習
っ
た
り、
水
彩
画
を
県
展
に
出
品
し
て
石
井
柏
亭
先
生
に
褒
め
て

い
た
だ
い
た
り、
陸
上
競
技
（
短
距
離）
で
は
県
新
記
録
を
つ
く
っ
た

り
と
恵
ま
れ
た
生
い
立
ち
で
あ
っ
た
が、
高
校一
年
生
の
と
き
に
生
家

，
が
今
日
で
い
え
ば
「
倒
産」、
見
て
は
な
ら
な
い
社
会
の
醜
い
裏
面
を

見
て
し
ま
っ
た。

そ
の
延
長
線
上
に
大
学
で
は
学
生
運
動
（
全
学
連
主
流
派）
に
熱
中

し
た
が、
六
O
年
安
保
の
「
敗
北」
を
経
て、
大
学
院
時
代
に
は
既
成

左
翼
を
批
判
す
べ
く
清
水
幾
太
郎
先
生
ら
と
現
代
思
想
研
究
会
を
立
ち

上
げ
た
頃
か
ら、
中
ソ
論
争
下
の
中
国
や
「
毛
沢
東
思
想」
へ
の
幻
想

か
ら
解
き
放
た
れ
た
と
い
え
よ
う。
や
が
て
中
国
の
文
化
大
革
命
や
わ

が
国
の
大
学
紛
争
は、
私
の
視
点
を
決
定
的
に
し
て
く
れ
た。

第4回正論新風賞「受賞の言葉」
藤
原

正
彦

数
学
と
は、
実
験
も
調
査
も
な
い、
独
創
だ
け
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す

る
孤
独
な
学
問
で
あ
る。
そ
ん
な
世
界
に
長
年
住
む
数
学
者
は、
常
識

ね
ら
ず
11
雑
誌
「
正
論」
却
年
の
軌
跡
｜｜』
も
雄
弁
に
物
語
っ
て

い
る。こ

の
よ
う
な
言
論
活
動
の一
角
に
参
与
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に
思
う

と
と
も
に、
自
分
が
感
じ
考
え
た
こ
と
を、
今
後
も
あ
り
の
ま
ま
に
発

言
で
き
れ
ば
と、
こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
読
者
の
皆
さ
ん
や

編
集
者
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ、
改
め
て
精
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

hつ。
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私の生い立ち
中
嶋

嶺
雄

私
は
昭
和
十一
（一
九
三
六）
年
五
月
十一
日
に
信
州
の
松
本
市
に

生
ま
れ
た。
市
中
を
流
れ
る
女
鳥
羽
（
め
と
ば）
川
を
裏
手
に
し
た
城

下
町
の
中
心・
中
町
二
丁
目
に
あ
っ
た
薬
局
の一
人
息
子
で、
亡
父
は

俳
人
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り、
現
在
満
九
十
五
歳
の
母
も
商
家
に
生

ま
れ
育っ
て
い
る。

松
本
幼
稚
園
に
三
年
間
通
っ
た
あ
と、
美
ケ
原
か
ら
流
れ
る
薄
（
す

す
き）
川
の
ほ
と
り
の
源
池
田
民
学
校
（
小
学
校）
に
入
り、
三
年
生

の
と
き
が
終
戦
の
い
わ
ゆ
る
「
墨
塗
り
世
代」
で
あ
る。
新
憲
法
下
を

清
水
中
学
校
に
過
ご
し、
生
徒
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た。
松
本
深
志

高
校
で
は
山
岳
部
員
と
し
て
北
ア
ル
プ
ス
に
登
っ
た
り、
フ
ラ
ン
ス
語

を
正
課
と
し
て
習
っ
て
大
学
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
受
験
し
た。

や
世
論
に
頓
着
し
な
い。
そ
れ
ら
か
ら
超
越
す
る
こ
と
を
む
し
ろ
誇
り

に
思
う。
だ
か
ら
し
ば
し
ば
周
囲
か
ら
浮
く。
時
に
は
非
常
識
な
ら
ぬ

無
常
識
と
思
わ
れ
た
り
も
す
る
が、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
か
ら
こ
そ

独
創
が
生
ま
れ
る、
と
反
省
し
な
い。
や
っ
か
い
な
人
種
で
あ
る。

私
も
子
供
の
頃
か
ら
そ
ん
な
傾
向
が
強
く、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
座

を
白
け
さ
せ
て
き
た
に
違
い
な
い。
そ
の
う
え、
自
分
が
正
し
い
と
思

う
こ
と
は
日
本
中、
い
や
世
界
中
を
敵
に
し
て
で
も
議
ら
な
い、
と
い

う
気
概
が
強
い。
そ
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か、
物
心
の
つ
い
た
頃
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で、
日
本
中
の
人
、々
世
界
中
の
人
々
に
追
わ
れ
る
夢
を

よ
く
見
る。
追
い
つ
め
ら
れ、
絶
体
絶
命
と
な
っ
た
所
で、
汗
び
っ
し

ょ
り
で
目
が
さ
め
る。

私
の
独
り
よ
が
り
な
論
説
は、
時
に
は一
般
読
者
を
唖
然
と
さ
せ、

ひんしゅく
し
ば
し
ば
良
識
派
や
穏
健
派
の
銀
盛
を
買
っ
た
に
違
い
な
い。
時
折
い

た
だ
く
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
や
励
ま
し
の
手
紙
は、
少
数
の
変
人
か
ら
と
思

っ
て
い
た。

今
回
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
く
と
は
意
外
で
あ
っ
た
が、
「
新
風

賞」
と
い
う
か
ら
に
は
独
創
を
認
め
ら
れ
た
の
だ、
と
勝
手
に
解
釈
し

て
光
栄
に
思
っ
て
い
る。
公
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は、
さ
ほ
ど

独
創
的
で
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い、
選
考
委
員
が
変
人
ば
か
り
だ

っ
た
可
能
性
も
あ
る、
な
ど
と
天
邪
鬼
が
脳
裏
を
か
す
め
る
が、
や
は

り
認
め
ら
れ
た
と
い
う
の
は
文
句
な
し
に
う
れ
し
い。
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